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連結子会社間の合併に関するお知らせ 

 

当社は、2023 年９月 28 日開催の取締役会において、当社の連結子会社である株式会社スマホスピタル、株

式会社Ａｘｉｓ及びスマホステーション株式会社を合併（以下「本合併」といいます。）することを決議いたし

ましたのでおしらせします。なお、本合併は、当社 100％出資の連結子会社間における合併であるため、開示

事項・内容を一部省略しております。 

 

記 

 

１． 合併の目的 

 本合併は、当社グループ会社の事業内容を再統合し、経営管理体制を一元化することにより、経営効率を高

めることを目的とするものです。 

 

２． 合併の要旨 

(ア) 合併の日程 

合併取締役会決議日（当社）  2023 年９月 28 日 

合併契約締結日（合併当事会社） 2023 年９月 28 日 

合併承認株主総会（合併当事会社） 2023 年 11 月 29 日（予定） 

合併期日（効力発生日）  2023 年 12 月１日（予定） 

 

(イ) 合併の方式 

株式会社スマホスピタルを存続会社、株式会社Ａｘｉｓおよびスマホステーション株式会社を消滅

会社とする吸収合併方式とします。 

 

(ウ) 合併による割当ての内容 

本合併は、当社 100％連結子会社間の合併であるため、株式又は金銭等の割当てはありません。 

 

(エ) 消滅会社の新株予約権及び新株予約権付社債に関する取扱い 

該当事項はありません。 

 



３． 合併当事会社の概要 

 吸収合併存続会社 吸収合併消滅会社 吸収合併消滅会社 

(1)名 称 株式会社スマホスピタル 株式会社Ａｘｉｓ スマホステーション株式会社 

(2)所 在 地 
大阪市北区中津１-15-15 

中津第２リッチビル５階北側 

大阪市北区豊崎３-17-９ 

豊崎旭ビル２階 

東京都武蔵野市吉祥寺本町 

１-10-1 

(3)代表者の役職・氏名 代表取締役社長 家喜信行 代表取締役社長 家喜信行 代表取締役社長 奥田恵一郎 

(4)事 業 内 容 
スマホ・タブレットのサポート 

及び修理事業 他 
電気通信機器部品等販売 他 

スマホ・タブレットのサポート 

及び修理事業 他 

(5)資 本 金 10,000 千円 10,000 千円 10,000 千円 

(6)設 立 年 月 日 2016 年３月１日 2016 年３月１日 2020 年１月８日 

(7)発 行 済 株 式 数 60 株 54 株 1,000 株 

(8)決 算 期 ８月 31 日 ８月 31 日 ８月 31 日 

(9)大株主及び持ち株比率 日本 PC サービス株式会社 100％ 日本 PC サービス株式会社 100％ 日本 PC サービス株式会社 100％※ 

直前事業年度の経営成績及び財政状況 

決 算 期 2022 年８月期 2022 年８月期 2022 年８月期 

純 資 産 76,994 千円 198,848 千円 10,445 千円 

１ 株 あ た り 純 資 産 1,283,236.88 円 3,682,382.85 円 10,445.58 円 

売 上 高 846,139 千円 453,908 千円 93,420 千円 

営 業 利 益 △21,849 千円 3,991 千円 9,256 千円 

経 常 利 益 △21,457 千円 6,640 千円 859 千円 

当 期 純 利 益 △1,061 千円 6,090 千円 739 千円 

１株当たり当期純利益 △17,687.56 円 112,781.30 円 739.53 円 

１ 株 当 た り 配 当 金 － 円 － 円 － 円 

※大株主及び持ち株比率欄の記載は、日本 PC サービス株式会社の間接保有を含みます。 

 

４． 合併後の状況 

 吸収合併存続会社 

（１）名 称 株式会社スマホスピタル 

（２）所 在 地 大阪市北区中津 1-15-15 中津第２リッチビル５階北側 

（３）代表者の役職・氏名 代表取締役社長 大下 慧治 

（４）事 業 内 容 スマホ・タブレットのサポート及び修理事業 他 

（５）資 本 金 10,000 千円 

（６）決 算 期 ８月 31 日 

 

５． 今後の見通し 

 本合併は、当社 100%連結子会社間での合併であるため、連結業績に与える影響につきましては、軽微である

と考えておりますが、今後、連結業績予想修正の必要性及び公表する事項が生じた場合には、速やかにお知ら

せいたします。 

 

以  上 


